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確率論や統計学で用いられるガウス分布（正規分布）とは，平均
値の付近に集積するようなデータの分布を表した連続的な変数
に関する確率分布である． 
 



ガウス分布（正規分布） 

• 確率密度関数 f ( x ) が 

 

 

 で与えられる確率分布をガウス分布（正規分布）と呼ぶ． 

• 平均μ ，分散 σ 2 の正規分布 N ( μ , σ 2 ) に従う 

確率変数 X は- ∞ < x < + ∞ の範囲 

の実数をとる．  

 

                                 （実務上はこの式自体を
使うことはなく，正規分布
表を使い確率を求める．） 



標準正規分布 

• 確率変数ｘがN ( μ , σ 2 )の正規分布に従うとき，ｘを 

 

 

とおくと，確率変数Zは標準正規分布N ( 0, 1)に従う
関数になる． 



標準正規分布 

• ⅰ）平均０を軸とする左右対称のグラフへとする
ため 

• ⅱ）X軸の目盛を平均を軸に標準偏差の±N倍
にするため（0を中心にσずつの分散になり見易
い） 

• ⅲ）全ての分布を標準正規分布として比較する
ため 

• N ( 0, 1)において，確率P（0 ≤ Z ≤ μ）をp(u)で表す
ことにする．すなわち P（0 ≤ Z ≤ μ）＝p(u) 

• それぞれの u に対するp(u)の値を表にまとめた
ものが正規分布表である． 
 



正規分布の解き方 

正規分布
N ( μ , σ 2 ) 
平均μ 

標準偏差σ 
基準化 

標準正規分布 

N ( 0 , 1 ) 
平均0 

標準偏差1 

確率変数𝑋  確率変数𝑍  





＊指針＊ 
・平均点48点→ μ 
・標準偏差15点→σ 
（１）33 ≤ X≤ 63 
（２） 78≤ X 
（３）全体＊[（２）の確率]＝（２）の事象 


